
このデータベースのデータおよび解説文等の権利はすべて株式会社スティングレイが所有しています 。

データ及び解説文、画像等の無断転用を一切禁じます。 Copyright (C) 2024 Stingray. All Rights Reserved.

殺しを呼ぶ卵 (1968)
LA MORTE HA FATTO L'UOVO
A CURIOUS WAY TO LOVE
DEATH LAID AN EGG

メディア 映画

ジャンル サスペンス 

製作国 イタリア

色彩 Color

時間 105分

初公開日 1968/05/24

公開情報 東京第一

映倫 PG12

リバイバル 2022/12/02 [アンプラグド] 【最長版】

【解説】
　主人公の男は、妻に満たされぬ思いを娼婦相手に発散する変態的な嗜好を持っていた。そして、妻の
姪とも通じ妻を殺す計画を立てるが……。妻に劣等感を抱く男を描いたサスペンス・スリラー。

【クレジット】
監督 ジュリオ・クエスティ Giulio Questi

脚本 ジュリオ・クエスティ Giulio Questi

フランコ・アルカッリ Franco Arcalli

撮影 ダリオ・ディ・パルマ Dario Di Palma

音楽 ブルーノ・マデルナ

出演 ジャン＝ルイ・トランティニャン Jean-Louis Trintignant

ジーナ・ロロブリジーダ Gina Lollobrigida

エヴァ・オーリン Ewa Aulin

レナート・ロマーノ Renato Romano


